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論文内容の要旨
〔目的〕
麻疹の小流行がいつもみられる場所では，つねに不顕性感染をうけている可能性があるため，ワク
チンによる抗体の持続を純粋な形で観察することはむずかし Po このためには感染機会の少ない閉鎖
集団または，孤島などで調査する必要がある。ワクチン接種者の予防効果に関しでも，アンケートに
よる擢忠調査は不十分で、あり，流行があった時の発病の有無について詳細に観察し，抗体測定を併用
することにより麻疹の診断を確定することが必要である。
以上のようなワクチンの効果を観察するのに適した 2 カ所の閉鎖集団を用いて，各種のワクチンの
抗体の持続，麻疹流行H寺におけるワクチン接種者の発病の有無むよびその症状について観察し，各種
ワクチンの有効性について比較検討を行なった。また流行時麻疹未擢忠児に対して γーグロプリン，各
種の麻疹ワクチンを接種して，流行の阻止または軽症化がえられるかを検討した。
〔方法むよび成績〕
麻疹未擢忠児を多数収容する 2 カ所の閉鎖集団( 0歳~2歳児66~80人を収容する乳児院と， 2 歳
~7歳児38~42人を収容する幼児ホーム)において，昭和37年から各種麻疹ワクチンを接種して定期
的に採血し，抗体の持続について調査を行なった。麻疹ワクチンとしては，不活化ワクチン(以下K
ワクチン) ，弱毒生ワクチン(以下L ワクチン)，高度弱毒生ワクチン(以下FL ワクチン)，さらに究
極にまで弱毒化がすすんだと思われる微研CAM-EX ワクチンを使用した。調査期間のうち， 43年~
49年にかけてこれらの集団で 5 回の麻疹の流行を経験した。流行の前後で全員の採血を行ない，麻疹
の中和抗体価または赤血球凝集抑制抗体価について測定するとともに，流行時の発病の有無，症状に
円/】ρ0 
ついても詳しく観察した。また，流行時麻疹未擢患の一部の小児に対して ， y- グロプリン 5伽19 !kg, 
30mg!kg，あるいは各種の麻疹ワクチンを接種して流行の阻止，軽症化がえられるか否かを検討した。
1~3 年間感染機会がなかった場合，各種のワクチン接種者の中和抗体陰転者は以下のごとくであっ
た。 K ， KK , KKK ワクチン群 7 人中 6 人 (86%) ， KL ワクチン群19人中 0 人( 0 %), L ワクチン群
1 人中 0 人 (0 %), FL ワクチン群10人中 0 人 (0%) ， CAM-EX ワクチン群 9 人中 4 人 (44%) で
あった。麻疹流行時の発病者はK ， KK , KKK ワクチン群20人中 19人 (95%) ， KL ワクチン群 20人中
3 人(15%) ， L ワクチン群 1 人中 O 人 (O%) ， FL ワクチン群13人中 3 人 (23%) ， CAM-EX ワク
チン群11人中 5 人 (45%) であった。 K ， KK , KKK , KL ワクチン群ではワクチン接種後抗体上昇し
た者も発病し，流行前抗体陽性者も発病した。 L ワクチン， FL ワクチン群ではワクチン接種後抗体
が上昇した者はその後の流行にて発病しなかった。 CAM-EX ワクチン群では，発病者 5 人中 4 人が
ワクチン接種後抗体の上昇を認めた者であり， 3 人は接種 1 年後の流行前中和抗体価で 2 1.0~ 2 1. 5 と
低値を示したが陽性であった。 5 人とも軽症麻疹であった。一方，ワクチン接種による臨床反応はC
AM-EX ワクチンが発熱率10%で， FL ワクチンの30~50% に比べて非常に軽度で、あった D
麻疹流行時緊急接種としてのK ， L , FL ワクチンの接種は，流行の阻止および軽症化を認めなかっ
た。 L ワクチン接種と ， y- グロプリン併用した群では軽症化をみたが，これはγーグロプリンの効果に
よるものと考えられた。
生後 6 カ月以上の小児については，発病 8 日以前の y- グロプリン注射により麻疹の軽症化がみられ，
5Omg!kg群の方が， 3出19!kg群より軽症の程度が強かった oy- グロプリンによる不顕性感染者は5Omg!kg
群で35人中 5 人(14%) ， 3伽19!kg群で、36人中 2 人 (6 %)であった。生後 5 カ月以下の小児ではγ-
グロプリンの注射の有無にかかわらず軽症であった。
〔総括〕
L ワクチン， FL ワクチン接種者では，ワクチン接種後抗体上昇した者は流行にあっても発病しな
かった。 CAM-EX ワクチン接種者では，接種後えられた抗体価は低く，流行がない場合 1 年後には
中和抗体陰転者もみられたが， K ワクチン接種者の抗体陰転率より明らかに低値で、あった。また，ワ
クチン接種後抗体上昇した者や流行前抗体陽性者も発病しており， CAM-EX ワクチンの弱毒化がほ
ぼ究極迄すすめられたため流行にて発病したのではないかと考えられる。 将来の麻疹ワクチンとして
は，弱毒化がFL ワクチンと CAM-EX ワクチンの中間的なもので\接種後の臨床反応が少なく，発病
阻止能の強いものが理想的であることが示唆された。
今回，流行時緊急接種としての麻疹ワクチン接種を行なったが，流行の阻止，軽症化は認められな
かった。ワクチンを接種した時期がおくれたため，すでに自然感染をうけてしまった症例が多かった
ものと考えられた。しかし，今後も諸条件を検討し試みられるべき方法と考える口
論文の審査結果の要旨
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麻疹ワクチンによる抗体の接続を不顕性感染のない純粋な形で観察するには，感染機会の少ない閉
鎖集固または，孤島で調査する必要があり，その予防効果はこのような場所で流行に遭遇してはじめ
て判定できる。この論文では，ワクチンの効果を観察するのに適した 2 カ所の閉鎖集団を用いて，各
種の麻疹ワクチンの有効性について比較検討した。
現在市販されている高度弱毒麻疹生ワクチン接種者で，ワクチン接種後抗体上昇を認めた者では，
流行時発病者はなかったが，究極にまで弱毒化がすすんだと思われる微石斉CAM-EX ワクチン接種者
では，流行時発病者をみた。ワクチンによる臨床反応は， CAM-EX ワクチンが発熱率10%で\高度弱
毒麻疹生ワクチンの30~50%に比べて非常に軽度であった。以上の結果は，麻疹の予防上きわめて貴
重な成績であり，将来の麻疹ワクチンとしては， CAM-EX ワクチンと現在市販されている高度弱毒
麻疹生ワクチンとの中間位の弱毒化されたものが望ましいという重要な知見を与えた。
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